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授業参観・懇談会では、大変お世話になりました。ありがとうございました。5 月 24 日(土)には、授業

参観、引き渡し訓練がございますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

本年度も「なるほど！いっぱい えがお！いっぱい げんき！いっぱい」を学校経営方針として教育活動

を展開していきます。「教育愛で、全力で子供たちを育てる！＝すべての教育活動は子供たちのために」を

全教職員で共有し取り組んでまいりますのでご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

【学力向上】 

  学校研究として、算数科において「主体的に問題解決に取り組み、自分の考えを表現し、伝え合うことが

できる児童の育成」を研究主題とし 3年目を迎え、今年 12月に市内各学校の先生方を招き、研究発表会を

行います。 

  初めて出会う問題を、これまでに習ったことを使って、自分の力で解決できる子供たちを育てていきたい

と考えています。全教職員で力を合わせて研究するとともに、指導者を招聘し、指導を受けながら指導力向

上に努めてまいります。また、算数科にＳＴＥＭ教育の考えを取り入れ、「主体的・対話的で深い学び」を

目指すとともに、探求的な学習を推進していきます。ＳＴＥＭ教育では、埼玉大学の野村泰朗准教授に指導

をいただきながら取り組んでまいります。 

 

【豊かな心の育成】 

  「認め、励まし、褒める」チャンスをたくさん作り、子供たちの自己肯定感を高めていきます。 

また、たくさんの本に触れること、本物と出会う機会をつくることを大切にしていきます。さらに、デジ

タル図書を導入し、1人 1台端末の活用の幅を広げていきます。 

アセス(学校環境適応尺度)を活用し、一人ひとりの子供たちの思いを大切にしながら、個に応じた指導が

できるよう努めてまいります。また、10月 19日を「諏訪小徳の日」と定め、いじめのない学校づくりを推

進していきます。 

 

【体力向上】 

  全力体育！を目指し、子供たちが持っている力を十分発揮できるよう指導・支援してまいります。6月に

は新体力テストが行われます。一人一人の体力の測定となりますが、この１年間の努力が結果として、伸び

が実感できるよう工夫してまいります。 

  日頃の授業では、課題となっている「敏捷性」を高めるために、反復横跳び、大縄 8の字跳びに全力に取

り組んでいきます。また、体育カードを活用したり、1人 1台端末を活用したりしながら、考えて動く授業

づくりを全教職員で共有しながらよりよい体育授業に向け取り組んでまいります。 

 

チーム諏訪小 教育愛をもち、全力で子供たちを育ててまいります！！ 


